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刺
比
亜
商
人
の
指
導
に
ょ
る
外
は
、只
だ
蘇
丹
の
如
き
半
開
化
地
方
の
.み
に
見
る
现
象

M

始
民
族
に
於
け
る
交
換
の
意
義
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fc
る
£
、
分

業
あ

6
 

'
て
後
ち
交
換
の
現
象
あ
る
か
、或

K

寧
ろ
分
業
の
以
前
に
交
換
の
現
象
な
皂 

於
、
同

一

の
種
族
間
に
は
常
に
同
一
の

財
、生

產
せ
ら
る
、
や
、原
始
民
族
の
製

品(

列
へ
ば
石

^

及 

土
器
の
如
き

)

の
上
に
彼
等
の
趣
味
性
は
何
，
の
意
義
を
有
せ
次
る
か
、換
言
す
れ
ば
吾
人
の
趣 

味
性
は
經
濟
上
、何
等
の
價
値
を
有
せ
次
る

6
、

職
業
的
組
織
は
彼
等
の
家
族
に
は
全
然
缺
如

 ̂

る
や
原
始
民
族
は
彼
等
、が遙
か
に
發
達
せ
る

.文
化
を
有
す
る
高
等
人
種
に
觸
接
せ
^
る
以
前 

に
は
彼

€

は
，全
く
價
値
の

觀
念

を
缺

き
し
？

の
な
る

か
、思
へ
、

自
己
よ

6

遙
か
に
優
等
な
る

人

 

8

於
齎
ら
し
杧
る
物
品
の
用
度
を
解
せ
次
る
滕
、如
何
に
し

.
て

交
換
の
發
現
的
要
素

杧
る
價

値 

の
判
定
は
出
來
得
ベ
き

ぞ
、例

へ
ば
德
川
の
初
期
、和
蘭
人
の
來

6
.て
我
邦
と
通
商
を
營

o
や

、主 

と
し
て
自
國
に
て
寶

行
よ
•
き

3
の
を

齎
ら
せ
し
於

、當
脖
の
邦
人
に
は
其
用
度
と
自
己
の
趣
味 

性
に
適
合
せ

3'
'

6

1結
果
、之
れ
於
寶
行
惡
し
く
非
常
の
損
耗
を
皲
む
れ
ぅ
と
、若

li
t

事
實
を
以 

て
昝
滕
の
ョ
本
人
は
交
換
の
念
に
乏
し
と
せ
ば
如
何
、そ
は
巣
し
て
當
脒
の
日
本
の
經
濟
生

S 

を
理
解
せ
る
人

i

云
ふ
を
得
可
き
か
、而
し
て
同
敎
授
が
原
始
民
族

非

交
換
說
の
證
左
と
し
て 

使
用

.せ
る
濠

S

に
於
け
る
初
期
の
發
見
者
の
報
告

i

r

ラ

ジ

ル」

印
度
人

0

事
實
と
は
共
に
所 

說

i

確
む
る

有
力
な
る

證
據
物
件
^
る
を
得
る

か
、
之
れ
を
前
者
に
就
き
て
見
る
に

4

誤
を
專

59

ベ
し
名
の
は
實
に

「

グ
ツ
ダ

」

な
ろ
と
す
、卽
ち
彼
於
濠
洲
南
東
部
の
土
人
に
關
す
る
報
告
中
に
"土 

人
は

,|
物
に
對
し
て
何
等
明
白
な
る
滿
足
の
意
を
表
せ
ず

、
*
麴
を
與
へ
て

$

與
へ
し
$
の
に 

反)

却
し
减
ら
卞
ん
ば
別
に
何
等
の
代
償
を
拂

«
ず
し

<
受
取
る
を
常
と

ず

、®

す
る
に
彼
等
は 

贈
财
に
對
し

V
、

極
め
て
冷
淡
に
し

<
、全
く
何
等
の
，好
奇
心
を
有
せ
次
る
己
と
を
現
せ

j

と 

(
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l
a
i
n
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 c
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o
k
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然
か
？
此
報
告
が
極
め

<
皮
相
的
の
觀
察
な
る
こ
と
は
、今
日
、此
方
面
の
研
究
に
從
事
せ
る

$ 

ク
沈

^

ん

)

/-
て
^P

:4
論
な
き
處
な

6

と
す
、そ

の

他

タ

.
ム

ぺ

尤

丨

0
同
じ
く
藻
土
人
の
孩

r 

に
含

け
气
ル
ブ

J-
-
フン」

の「

ホ
ッ
テ
ン
ト
ッ
ト

」

人
に
於
け
る
、

rヮ
リ
ス

」Q
「

マ
ゼ

1

フ：ン

」

海
峽
の
北
方
に
住
せ 

る
土
人
に
於
け
る
、

「

へ
ル
レ
ラ

」

の
©
米
初
加
土
人
に
於
け

る
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ラ
ル
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エ
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乇
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何れ正牆

を
■得

^
る
の
勸
察
に
ぁ
ら
す
斯
く
の
如
く
同
匕

1-
行
記

に

て

其

R

玉 

石

！̂

合

の狀態な初

度
の
報
告
杞
ろ
と
て
必
岁
し
名
信
岁
る
に
足
ら

す
、況
ん
や
此
大
問
題

•原
始
民
族
に
於
け
る
交
換
'の
意
義
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M
始
民
族
に
於
け
？
議2
獲
 

委

呼 

を
僅
ヵ
に
濠
淠
及

「

ア
ー
フ
ジ
ル

」

土
人

.の
狀
態
に
ょ

6

て
輕
々
論

’斷
す
る
於
如
き
は
.吾
人
の
到
底 

赞
す
る
能
は
次
る
處
な

.り、蓋
、「

ブ,

ヒ
ヤ

I」

敎
授
を
し
て
斯
の
如
き
論
斷
を
な
さ
し
め
し
所
以

成 

彼
の
思
索
上
に
於
て
其
於
經
濟
階
段
說
、殊
に
自
足
經
濟
な
る

2

の
と
極
め
て
密
接
の

關
係
ぁ 

6

と
信
す
、或
る
意
味
に
於
て
彼
の
經
濟
階

.段
說
は
此
原
始
民
族
非
交
換
說

.を
生
み
し

S

の
と 

云
ふ
を
得
ベ
く
、叉
後
者
は
前
者
の
逃
路
杧
る
こ
と
尙

i-
l
-力
ン
ト

」

の
U
5-
CT
Q

s
 

i
に
^
ヒ
る
名 

の
ぁ

6
、之
れ
を
要
す
る
に
彼
の
新
說
の
弱
點
は
ニ

8

據
物
件
の
不
充
分
と
硏
究
材
料
の
選
辦 

當
を
得
次
る
こ

i
三)

經
濟
階
段
說
の
論
理
的
結
果
と
し
て
生
れ
し
故
、自
か

.ら
现
實
を
遠
か

6 

て
一
種
の

s
e
a
l
t
y
p
i
s
d
l

と
な
ろ

.し
こ
と

(
三)

彼
の
研
究
に
は

「

ラ
'
、v
ヶ」

の
.所
謂

、Mitwissenschaft 

*

る
g M

i
t
g
e
f
a
l
i

な
し
、然
ら
ば
晋
人
は
此
說
の
反
證
を
如
何
な
る
種
族
に
求
あ
、如
何
な
る

# 

料
に
求
む
可
き
か
、之
れ
次
ぎ
に
來
る
問

•題

^

6
.。

最
办
自
然
科
學
の
方
面
に
於
て
最

$

顯
著
な
る
進
步
を
な
せ
る

S

の
は
、人

類

學

减

r
A
類 

の
祖
先
に
關
す
る
硏
究
と
な
す
、卽
ち
數
年
前
迄
は
吾
人
々
類
の

*

先
は
現
槠
縷
息
す
る

o
o
r
i
i
-

 

F
s
c
h
i
m
p
a
n
s
e
,

 o
g

g

等
の
猿
猴
類
と
同
族
な

6 
i

思
考
せ
ら
れ
し
於
、今
は
全
く
異
な

6
杧
る 

見
解
を
生

^

る

，
に

至

-
<
:
\
,
ー

 

.#

猿

猴

的

人

類

.の

標

本

と

し

て

有

名

な
6

し

pithecanthropus 

erec-

61

tus 

( 「

ジャバ

」

よ

-

o

出
で

し
.？

の)

？
.今
は
全
く
純
然

*
る
.猿

^
外
な
ら

^
る
こ
と
®
明
せ
ら

れ
，此 

靳
見
解
は
益
々
其
勢
力
を
加
ふ
る

に
.至
れ

6

而
し
て
之
れ
が
中
化

.
人
物

»

フ
..レ
ス
フ
ゥ

0 

、
滇
學
者

「

グ
ラ

！

チ」

に
し

V

其
說
を
賛

す
る

名
の

に，、シ
.工
テ

ン
ザ

ツグ」「

ア
ド
口

フ」「
ス
ト
ラ

ー

ツ」 

「

ブ
ヲ
ン

力〕

等
な

6

、今
ま
三
四
年
前
發
見
せ
ら
れ
し
人
類
最
古
の
化
石

(

其

.一
は

獨

逸

'•つ
デ
ル
べ 

ル
ヒ

」

よ
，り
出
で
し
靡
古
の
洪

«
層
滕
代

(

氷
河
滕
代

)

の
人
類
の
下
颢
骨
、他
は
佛
國
の

「

ル、モスチェ 

丨
ぇ
フ
ブ
シ
ャ
ぺ
ー
ル

i 
6

出

.で
し
中
期
洪
積
層
脖
代
の
骸
骨

)

に
就
き
て
以
上
の
諸
學
者
が
研
究 

せ
し

$
の
を

見
る
に
、

是
等
の
人
類
は
其
骨
骼
に
於
て
毫

S
現
蹄
の
人
類
と
異
な
る
こ
と
な
く
、
 

ぷ
に
%
古
の
氷
河
膪
代
に
於
け
る
人
類
の
文
化
は
頗
る
進
步
せ
る

$
の
に
し
て
、彼
等
は
死
者 

を

_
6

、發
火
の
術
を
知

6

、諸

.種
の
武
器
、道
具
を
有
し
、且
つ
其
穴
届
の
狀
態
は
最
古
の
石
器
塒 

代
に
屬
す
る

「

タ
ィ
ン
ゲ
ン

」

の
遺
跡
と
異
な
ら
ず
と
云
ふ
、吾
人
は
元

^
ろ
是
等
原
人
の
生
活
狀
態 

に
就
き

y

明
白
な
る
知
識
を
有
せ

f

云

へ

翁

、然

？

以
上
、人
類
學
者
の
說

£

て
、現
胁
、
 

b 

s
rにへ

-、
i

る
最
低
度
の
文
化
を
有
す
る
原
始
民
族
に
比
す
る
峙
は
其
間
必
す
し
名
大
な
る

相
違
な
き
が
如
し
，

汲
今
、最

S
度
の

原
始
民
族
を
何
處
に
見
出
し

#

る
や
に
就
き

て

は
諸
學
者
の
說
く
處

1C
於

鑛
民
族
に
於
け
る
交
換
の
漶
蕺
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原
始
民
族
に
於
け
る
交
換
の
農

' 

」

、
五
六 

て
自
力
ら
一
致
せ
る
點
あ

6
、英の

「

ス
ベ
ン
ザ
ー

」

は「

フォイ工ル

.
ラ
ン
ト」

人
、濠
洲
土
人
、

「

森
の
ウ
ェ
1 

ダ
/
ブッシ

.マ
ン

/

ネ
。ハ
ー
ル」

の
-

「

チ
-
パ
ン
ダ

」

及
,

ス
ン
ダ
ー
ご

「

タ
ス
マ
コ
ア

」

A
、

「

ア
ン
ダ
マ
ン

>」

算
へ

t

6
而
.し
て
彼
が
是
等
の
種
族
を
以
て
文
化
の
極
め
て
最
低
度
な
る
名
の

i
な
す
理
由
は
、皮
等 

の
社
會
の
極
め
て
不
銃
一
な
る
ス
；、政
治
上
の
君
主
を
缺
け
る
點
に
あ
ろ
、

(

^
g
^
H
h
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し
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エ
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ラ
ン
卜
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人
を
以
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低
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0
. Frazer, o

b
s
e
r
v
a
t

o- 

ns Oncstrai-Australian 

T
o
t
e
m
i
s
m
,

 

J〇
U3
.
 of t

h
e

 A
n
t
h
r
o
p
.

 Institute. 

1
8
9
9

 

p. 

2
2?)

以
上
、政
治
組
織
芡

t

は
團
體
的
結
合
力
の
極
め
て
薄
.弱
な
る
點
よ

6

し
ズ
、或
は
孤
立
の
狀 

態
よ

-

O

し
て
、或
は
人
類
學
上
よ

6
、或
は
殆
ん
ど
文
化
を
有
せ
次
る
點
よ

6

し
て
、«
察
し
最
低 

度
の
資
格
を
有
す
る
名
の
は
濠
洲
土
人
及

「

タ
ス
マ
ニ
ー

 

ア」

人
と
な
す
、殊
に
本
問
題
を
研
究
す
る

.原
始
思
族
に
於
け
る
交
換
の
愆
義

 

六
五
七



腺
始
民
族
に
於
け
る
突
換
の
意
我 

六
五
八

に
就
き
て
彼
等
财
好
個
の
材
料
杧
る
所
以
は
、彼
等
於
太
古
よ

6

現
住
所
に
撥
息
な
し
.か
る
こ 

と

\
全
く
他
よ

6
隔
離
せ
ら
れ
し
こ
と
な
ろ
と
す
#
®
以
上
の
種
族
と
略
ぼ
同
一
の
程
度
に

あ

る

は「

ボ
ト
グ
デ
ン」「

フ
ォ
ィ
エ
ル
一
フ
ン
ト」

人「

ア

ン

ダ

マ

ン」

_

律
賓
の

「

ネ
グ
、リ
ト
ス
，

r
v

ソ
シ
マ
ン

」「

セ

リ
ー

」

印
度

.人「

ゥ
广
ダ

1等
な

$

と
す
、而
し
て
是
等
の
種
族
の

.文
化
於
如
何
に
幼
稚
な
る

&

は
數 

の
許
算
に
よ

6

て
知
る
を
得
可
し
、濠
洲
土
人
は
四
以
上
を
算
ふ
る
己
と
能
は

^「

ボ

卜

グ

デンし 

は
只

/f
一
の
み

「

フ
ォ
ィ

H

ル
ラ
ン
ト

」

人
は
三

4

で
、「

ア
ン
ダ

> 

ン」

は
ニ
迄

「

ゥ
r

ダ」

は
五
ま
で
と
す
、
 

以
て
其
一
般
を
知
る
を
得
可
し

、(Paul H
e
r
m
a
n
t
,

 L
e
s

 C
o
u
t
u
m
e
s

 et:les C
o
n
d
i
t
i
o
n
s

nNc
o
n
o
m
i
q
u
e
s

CL
e
s
 

P
e
u
p
i
e
s

 ;pnmi1;ifs. Bulletin d
e

 la 
s
o
c
i
nN
r-
rns^

o
y
a
l
e

 w
e
l
g
e

 d
e

 G
£
6
g
r
a
p
,
h
i
e
,
'
x
x

 VIII, I
9
0
4
-, B

r
u
x
e
H
e
s
.

 p. IO)

晋
人
は

.原
始
民
族
卽
ち

.

「

ブ
ユ
ヒ
ヤ
ー
鉍
授
の
所
爾
、自

然

人

を

®

b
.て

交

換

の

现

象

の

存

在

す 

る
こ
と
を
證
せ
ん
於
爲
め
、先
づ
原
始
民
族
中
の
原
始
民
族
に
し
て
且
つ

「

ゾ
ユ
ヒ
ヤ
ー
敎
授
於
交 

換
の
事
實
な
し
と
認
定
せ
る
濠
洲
土
人
に
就
き
て
見
ん

i

欲
す
。

藎
、原
始
民
族
に
於
て
交
換
の
物
品
と
し
て
、太
古
よ

6

最

^p

重
ん
せ
ら
れ
、且
つ
最
$
發
達
せ 

る
$

の
は
彼
等
が
日
常
使
用
せ
る
道
具
の
材
料
允
る
石
材
な

6

と
す
、而
し
て
此
點
に
於
て

* 

名
.好
個
の
例
證
を
與
ふ
る
？

0
;
は

濠

洲

土

入

に

し

，て
、彼

等

の

間

に

は

石

斧

の

材

钭

t
e
る
.問

_

65

岩
'
 
の
如
き
或
ひ
は
磨
石
に
供
せ
ら
る
、

#
.
岩
の
如
令
、盛
ん
に
交
換
の
用
に
供
せ
ら
れ

，

(
s
w
a
r
d

 

B. Tylor, A
n
t
h
r
o
p
o
l
o
g
y
,

 L
o
n
d
o
n

 

I8
CO
1
, p. 

1
8
1
- 1

8
2
,
)

殊

1C
昔
游
よ 

A
ŷ.ム 

I 
レ
イ」
及「
グ

ル
バ
ン
^
 ̂

植

■

族
は

「

マ
ゥ
ン

ト

。ゥ

r

ヤ
ム

」

附
近
の
石
坑
ょ

6

採
掘
せ
し
閃
綠
岩
を
以

v

多
數
の
石
槍
と
交
換 

し
、(R. B

r
o
u
g
h

 S
m
y
t
h
,

 T
h
e

 A
b
o
r
i
g
i
n
e
s

 of Victoria, 

L
o
n
d
o
n
,

 

I
S
7CO
, I. p

「

IOO
I

)

叉
濠
洲
の
甫
蒐
部
に
住 

す
る

「

.ジャジャゥル

.
\
グ」

族
の

.
與
子
は

「

シャロッ一丁

」

平
原
附
近
の
石
坑
ょ

6

石
斧
の
材
料
に
供
せ
ら
る 

々
石
材
を
市
場
に

•運
搬
し

、
-る
0
,
0
4

帛
子
用
前
垂
、腕
輪
等

i

交
換
す

る
を
常

と

す

、

(A. 

W
.

,Ho
w
i
t
t
, T

h
e

 N
a
t
i
v
e

 T
r
i
b
e
s

 of S
o
u
t
h
-
E
a
s
t

 Australia, L
o
n
d
o
n
、
1
9
0
4
, p. 

7
17.71

8 a
n
d

 
勺 3 
ニ
‘

3

h
2)

其
他
、來
部 

諸
種
族
と
西
部
及
.南
部
諸
種
族
と
於
商
業
上
の
中
心
把
る

「

コ
ッ
ベ
ラ
マ
ナ

」

に
於
け
る
交
換
の
狀

態
.を
見
る
に
前
者
は

多

く

/»
、木
製
品
等
を

0
ら
し
、後
者
は
石
材
を
以
て
す
、

(

g
d
, p. 7

1
6
)

叉
、「

ク 

■4
ン
ス
ラ
 

\

 
ド」

に
て
名
石
材

.«

.最

^p 
重
要

^
る
商
品

^

-0/(

2;
, 

W
.

 T
h
o
m
a
s
、Natives of Austraiia,L§

.

don, 

1
9
0
6
. 

p
,
.
s
o

) 

0 
く

.Q

如
く
石
材
が
重
要
な
る
交
換
物

*

る
結
果
は
、之
を
轉
寶
し
て
利
益
を 

求
む
る
.商
人
を
生
む
に
至
れ
纟

「

デ
ィ
エ
リ
ー

」

族
卽
ち
乏
な
6
&
等
は
終
生

#

寶
0

業
務
に
服

.し
、
 

其
の
商
品
を

<
*く

手
許
に
有
す
る
こ
と
な
べ
、前
日
得
し

S

の
は
其

.翌
日
に
多
少
め
.利
益
を
得 

 ̂

て
交
換
す
、

0

 ̂

r 

1
00
2)

此
事
實
を
見

 V

原
始
民
族
に
於
け
る
突
換
の
窓
蕺

.
 

六
五
如



原
始
民
族
に
於
け
a
究
換
の
意
義 

六
六

0

名「

ブ
ユ
ヒ
ヤ
ー
&
授
が

「

自
己
が
利
益
を
得

<
轉
實
す
る
目
的
に
付
て
、規
則
的
に
職
業
的
に
組
織

 

せ
ら
る
、
物
品
の
仕
入
は
自
然
人
の
間
に
抉
し
て
存
在
せ
ず

」

と
云
へ
る
は
正
當
な
る
批
判
に

 

ぁ
ら

岁
#

ほ
石
材
以
外
に

濠

洲
土
人

於
交
換
の
用
に
供
す
る

R
P

の
-に
は

「

ピ
ツ
ゾ

ー」
ouhoisia 

Hopwoodii
)

な

る
植
物
ぁ

-

CN、(N. W. Thomas, Natives of Australia, London, 1
9
0
6, p. .117)

叉
^
装
飾

 

?«
と
し

<「
& \ 
力
、ロ 

ン
力

」(

貝
殼
 Melo aethis pica 
及 Meleagr

s-a margaritiCera 

等
よ 
6 
製
造
せ
ら
る

) 

(spencer and Gillen, The Native Tribs of Central>estralia, L
o
n
d
o
p
I 8

9
9, p. 5

7
3.)

傲
ほ

「

口 
ス」

は「

グ 

ィ
ン
ス
ラ
ン
ド

」

の
幾
多
の
地
方
に
於
て
極
め
て
組
織
的
な
る
且
つ
永
^
的
な

る

交
換
的
交
通
と
、

 

昔
時
よ

6

使
用
せ
ら
れ
し
商
業
上
の
通
路
の
存
在
せ
る
こ
と
を
證
せ

6
、(wal-ter E. Roth, Eth 

nological Studks 

a
m
o3-
g the North-wst-central

ioceensland Aborigines, London, 

1
8
9
7, p. 1

3
2
)

次

ぎ
に

人
類
學
者
が

見
て

漸
く
石
器
塘
代
に
達
せ

6

と
.な

文
ボ

ト

ク

デ

ン
fe
に
就
き
て

「

ツ

ー、ゥ
 

ヰド
1-
*か
記
述
せ
る
中
に
、

「

土
人
と
交
易
を
な
さ
ん
が
爲
め
、余
は
彼
等
に
小
刀
、手
巾
等
を
示
せ
し
に
、彼
等
は
武
器
其
他 

の
道
具
と
交
換
せ

6
、彼
等
は
殊
に
鐵
製
品
を
愛
す
る

が
如
し
^

/Iaximilian Prinz zu §
e
d
-
N

 e
u
w

 

ied, Reise n
a
c
h

 Brazilien 

in d
e
n

 Jahren 181 c, 

bs 

1817. Frankfurt. 

100
2
0
,

1. 3. 3.44)

叉

^

ブ
ユ
ヒ
ヤ
ー

」

敎
授
が
屢
々
引
用
せ

る

,̂
丨
レ
ン
ラ
イ

ヒ
ネ
土
人
が
斧
或
は
鍋
等
を
得
ん 

が
爲
め
自
己
の
子
女
を
寶
却
せ
る
事
實
を
認
め
、彼
自
身
名
亦
自
己
の
所
持
せ
る
燐
寸

一

ニ
箱 

に
代
ゆ
る
に
ニ
個
の
木
棒
と
檑
子
と
を
以
て
し
文
杧
或
堦
は
、煙
草
、小
刀
、釣
鈞
と
を
以

V
美
事 

な
る
弓
矢
等
と
交
換
せ

 
6
0 

(p. Elirenreich, U
e
b
e
r
d
i
e
B
o
t
o
k
u
d
o
s

 der brasilianischen -provinzen. zei- 

orcllrift 
fc:
r
 E

t
h
n
o
l
o

2.e, 1
8
8
7
,

tdX
I
X
.

 s.38 u. L
a
u
d

 u
n
d

 L
s
t
e

 a
m

 R.io 

D
o
c
e

 

v
e
r
h
a
n
d
l
u
n
g
s

 der Gesel- 

ISC

Eraft 
fc:
r
 E

r
d
k
u
n
d
e

 zu Berlin. 

N

 13, 1886. s 1
0
6
)

以
て
此
.種
族
間
に
名
交
換
の
現
象
存
す
る
を
知 

る
を

得
一
可
し
。

次
ぎ
に「

ダ
ー
ゥ
+
ン/

か
世
界
に
於
け
る
人
種
中
の
最
低
度
の
名
の
と
な
せ
し

「

フォ 

イ
エ
ル
ラ
ン
ト

」

人
に
就
き
て

「

ス

ノ

ー」

の
記
述
せ
る
中
に

 

A
d
d
i
c
t
e
d

 
け
 
o

r+
tr

Jol
.̂
ag 
Y
ort
-
s-
o
D
e
gr-
r
5-barter 

の
語
 

Jの 

6
 {会

.P. 

s
.
n
o
w
,
>

U
v
o

 years Cruise ofHierra d
e

 F
u
e
g
o
,

 ete. 1
‘ondo

n, 

IOC
5
7
,
r
で
.

3
4
4

 and JJ- H2j

其
他
此
土
人
が
自
己
の
所
持
せ
る
獸
皮
、

*

具
、
弓

矢

等

を

以

て

煙

^

^

料
ロ 

g
、

衣
服
等
と
交
換
せ 

し
實
例
は
屢
々
歐
米
旅
行
家
の
書
中
に
散

-見
す
る
處
な

6

と
す
、

(E. d
u

 Valdailly, 

N
o
t
e
s surles 

F
uft
>
>
g
i
e
n
.
s

 d
e

 la baie d
e

 1-Isthme. Bulletin de la soci

fNte 

CTAPthropologie de Paris, 1876, p. 2
9
4

 u. F
r
a
n
k

 

Vincent, A
r
o
u
n
d

 a
n
d

 about S
o
u
t
h

 A
m
e
.
r
i
c
a
,
N
e
w

 Y
o
r
k
,

 I8Q7.P. 124)

殊 u
「

フ* 
ツ 

ロ 
イ

」

の
如
き
は

「

フォイ
 

エ
ル
ラ
ン
ト

」

人と

「

パ
タ
ゴ

一
一
ア」

入

と

の

間
に
明
か
に
商
業
的
關
係
の
存
在
せ
る
乙
と
を
證
せ 

原
始
民
族»於
け2
交
換
め
意
義
 

六
六
一



威
始
暴
に
於
*b
a
突
換
の
金
冓 

六
六
、

11

6
0 

(R. Fitz.roy,Narrative of the voya.g-esofth-e A
d
v
e
n
t
u
r
e

 a
n
d

 Beagle, L
o
n
d
o
n
,

 

100
3
9
. 

JIp. 172)

次
ぎ

に「

ベ
ン

•力

ル」

灣
頭
の
諸
群
島
に
棲
息
す
る

「

ア
ン
ダ
マ
ン

」

罾
に
就
き
て
は
、殆
ん
ど
十
一
年
間
、土 

A

の
部
落
內
に
ぁ
ふ

V

挤
究
せ

し

「

マ

ン」

の
說
く
處
に
ょ
れ
ば
、彼
等
は
此
群
島
內
に
於
け
る
原 

始
民
族
に
し
て
今
日
迄
何
等
他
人
種
と
混
血
せ
ず
極
め
て
原
始
的
の
種
族

^

る
に

不
拘
、
然

//
> 

名
沿
岸
の
土
人

(

PJ
>
r
yo>
t
o

)

と
內
地
の
土
人

(

n>>
r
e
m
t
a
y
a
)

と
の
間
に
は
諸
種
の
道
具
及

D
e
n
t
a
l
i
u
m

 OC- 

o
g
o
n
u
m

の
如
き
裝
飾
品
に
就
き

V

交
換
行
は
れ
、其
場
合
に
於
て
之
れ
が
交
換
の
手
段
と
な 

る
名
の
は
紙
石
及
随
な

 

6 
と
す
、(E. H

.

 M
a
n
,

〇
n A

n
d
a
m
a
n
e
s
e

 a
n
d

 Nicobarese Objects, Journal o
f

?
0 

Arltllropolog'ical 

Institute, L,ondon. 1882. f>. 285 and, o
n

 t
;
h
e
>

croriginal 

Inliabitants 

of 

けブ
n)
>
3a.
p
3
p
p 

ISIaqds. Journal of t
h
e
A
n
t
h
r
o
p

 Institute. 

1883. P
,
3
3
9
l
3
4
0
a
n
d

 p. 8
81.)

尙
ほ

「

マ
ン

“の
記
述
せ
る
中
に
、
 

「

沿
岸

0*
土
人
と
舞
踏
を
催
す
際
に
は
、必
卞
交
換
物
と
し
て
豚
肉
、木
关
、漁
網
等
を
齎
ら
し
、歌 

舞
終
つ
て
後
、相
互
に
物
品
を
交
換
し
、

一

ニ
日
の
後
^
交
換
物
を
集
め
て
暇
を
告
げ
て
歸
る 

を
常
と
す

」
(Man, A

n
d
a
m
a
n
e
n

 

a
n
d

 

N
i
c

o
b
j
. 

20)

次
ぎ
に
亞
弗
利
加
大
陸
に
於
け
る
最
古
の
住
民
と
稱
せ
ら
る
、

「

ブ
ッ
シ
マ
ン

」

は
、何
等
組
織
的 

の
_

集
な
く
、叉
た

一

笼
の
住
所
を
有
せ

•
す
、然
か
名
個
々
の
種
族
間
に
は
交
換
の
作
用
行
は
れ
、

現

に
•■

ア

ィ

グ

ケ

 
r」

語
に
は

「

貢

^
Q

 
語
あ
 
6
、(s. Passage, Die Buschmann

a.
er Kalahari,

tri
erlhl, 1

9
0
1, 

S.I 4
3)

尙
ほ
、以
前
、此
地
方
が
動
物
に
富
み
し
際
に
は

專
ら
、

罾
皮
系
茇
駝
鳥
の
羽
毛
等
を
交
換
の

 

物
品
と
し
て
使
用
せ

6

、

《

ぎ
に

「

セ
ザ

丨

」

印
度
人

$
亦
允
同
ヒ
く
原
始
的
民
族
に
し
て
半
ば
野

 

獸
の

境
遇
を

脫
せ
る
大
の
外
に
は
何
等
の
家
畜
を
有
せ
ず
、全
く
孤
立
の
狀
態
に
ぁ
る
に

不
拘
、 

尙
ほ
各
民
族
を
中
心
と
し
て
、獸
皮
の
交
換
を
な
せ

6
、最
後
に

「

テ
ン
ネ
ッ
ト
/が
錫
蘭
島
に
於
け
る

 

原
始
民
族
と
な
す

「

ゥ
广
ダ

」

は
森

0「

ゥ

=丨
ダ」

野
；の

「

ゥ
ェ
丨
ダ

」

に
分
杧
れ
、前
者
は
狩
獵
の
獲
物
を
乾

 

燥
し
て
交
換
の
用
に
供
せ

6
。

現
時
に
於
け
る
最
低
度
の
原
始
民
蔟
を
通
ヒ
て
、交
換
の
現
象
の
存
す
る
こ
と
は
以
上

示
す 

處

に

よ

つ

て

明

か

な

信

す

、吾
人
は
更
に
進
ん
で
考
古
、言
語
兩
學
上
よ

6

之
れ
が
存
在
を

 

證
せ
ん

と

欲

す

。

我
邦
に
於
け
る
考
古
學
の
挤
究
は
充
分
發
達
せ
ろ
と
云
ふ
こ
と
能
は
玄
と
云
へ
ど
名
、然
か 

名
在
來
の
硏
究
材
料
に
よ

6

て
之
れ
を
證
明
し
得
可
き

3

の
な
き
に
し
ぞ
ぁ
ら
岁
、例
へ
ば
石 

器
塘
代
に
使
用
せ
ら
れ
し
石
材
と
し
て
黑
曜
石
は
一
名
十
勝
石
と
稱
せ

9

る
、
如
く
、其
產
出 

殆
ん
ど
十
勝
に
限
ら
る
、
に
、此
石
を
材
料
と
せ
る
石
鏃
、石
檢
、刹
刀
等
の
北
海
道
全
土
に
普
ね 

き
を
見
れ
ば
此
時
代
に
於
て
交
換
的
交
通
の
行
は
れ
し
を
知
る
を
得
可
く
、其
他

「

サ
ヌ
カ
ィ
ト
，
 

原
始
晨
に
於
け
る
裏

©着 

.六
六三
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の
如
き
、

下
總

の
緖
締
石
の

如

き
、陸

奥
龜
ヶ
岡
よ

6

出
で
し
靑
译
の
原
料
の
如
き
、何
れ
名
石
器 

時
代
に
交
換
的
交
通
の
存

せ
し

例
證
杧

6
得
可
き
名
の
な

6

と
す
、中
澤
、八
木
雨
氏
の
日
本
考 

古
學
の
石
器
時
代

.に

於
：5

る
外
國
と
の
交
通
貿
易
を
說
明
せ
る

中
に
、

「

小
藤
博
士
の
研
究
に
係
る
大
港
產
の
石
材
に
て
造
れ
る
石
斧
の
發
見
は
本
節
の
證
據
物
件 

と
し
て
頗
る
有
効
な
れ
ど

$
、右
は
一
品

3

に
し
て

少
し
く
物
足
ら
ぬ
心
地
す
れ
ば
左
に
他
の 

1

ニ
を
紹
介
す
可
し
。

日
本
の
石
器
脖
代

遺
跡
よ

6
發
見
せ

ら

る
、
色

料
は
、

單

に
赤
色
に

限
れ
ど
？
、此
の
中
に
は 

鐵
朱
卽
ち
學
名
上
、赤
鐵
鑛
、代
赭
石

(
H
a
e
m
a
u
e
)

と
稱
す
る
無
水
の
酸
化
鐵
：と、今

一

つ
は
學
名 

辰
砂
若
く
は
靈
砂

(
c
i
n
n
a
b
e
r
)

と
稱
す
る
水
銀
朱
の
ニ
つ
あ

6
、此
中
後
者
は
日
本
の
產
地
甚 

だ
乏

L

き
が
上
に
、其
整
法
上
必
ず

「
ス
タ
ン

_
プ
、モ

ル
タ
ー

」

&
び「

ミ

I

ル」

等
を

要
す
る
が
故
に
、
 

餘
種
人
智
の
進
み
し
後
な
ら
で
は
造

6

得
ら
る
、
名
の

-に
あ
ら
ず
、然
る
に
關
東
平
野
、就
中 

武
藏
の
荏
原
、北
豐
島
兩
郡
及
東
京
等
を
初
め
と
し
て
、常
陸
の
稻
敷
郡

中
な
る

石
器
時
代
遺 

跡
よ

6

此
水
銀
朱
を
塗

-o
tc
る
器
物
を
出
せ

る
に
よ
ぅ
ズ
考
ふ
れ

ば
、右

は

全
く
支
那
邊
よ 

6

輸
入
せ
し
名
の
な
ら
ん
、勿
論
、直
接

に
は

あ
ら

^
る
べ
き
$
、豸
物
の
本
源
地
は
斯
く
指
定 

せ
ら
る
、
名
不
可
な
か
ら
ん
。
我
石
器
壻
代
の
装
飾
品
中
、間
々
帶
綠
色
に
て
半
、透明
若
く

ば
不
透
明
の
石
製
曲
玉
及
び
曲
玉
類
似
の
品
を
出
す
こ
と
あ

6
、是
等
の
內
に

は

其
硬
度
六 

度
を
示
せ

6
、而
し
て
我
邦
の
產
石
中
、是
等
と
能
く
似
た
る

g

の
を
尜

o

れ
ば
色
合
は
蛇
紋 

石
に
近
け
れ
共
硬
度
に
差
あ

-
0、葡
萄
石
は
硬
度
均
し
け
れ
共
色
を
殊
に
せ

6
、唯
だ
色
と
硬 

度
と
共
に
右
の
曲
玉
類
に
似

t

る
は
支
那
硬
玉
な

6
、故
に
是
等
の
材
料
は
前
記
の
水
銀
朱 

と
同
様
間
接
に
支
那
よ

6
輸
入
せ
し
な
ら
ん

」

。(

日
本
考
古
學
六
三

I

一
 

六
四

)

更
に
歐
洲
に
於
け
る
石
器
時
代
に
就
き
て
考
察
す
る
に

「

へ
ル
マ
ー
ン、ゲ
ン
テ
ー

」

の
研
究
に

 

よ
れ
ば
白
耳
義

3「

ァ
ン
ネ
ー
ガ
ウ

」

に
住
せ
し
石
器
時
代
の
住
民
は
其
道
具
及
武
器
に
使
用
せ

 

る
石
材

(

燦
石

)

を
佛
の

「

シ
ャ
ム
パ
一
一
ー

」

に
求
め
し
形
跡
あ

6
、叉ウ
ル
テ
ム
べ

ル
ヒ

」

の「

シ
ユ
セ
ン
リ

Jフ 

ル」

の
遺
跡
よ

6

發
掘
せ
ら
れ
し
六
百
の
石
槍
及
.石
鏃
は
同
地
方
に
て
全
く
見
出
す
し
と
能
は

 

次
る
外
國
產
な

-o
と
す
、其
他

「

ナ
ル

ボ

ン
ニ

.ユ」

附
：近

「

ベ

ッ
、」

の
穴
届
時
代
の
遺
跡
よ

6

發
見
せ

 

k
れ
し
貝
殼
の
頭
飾
及
腕
飾
は
共
に
地
中
海
產
に
し
て
、

(H. Genthe, Ueber 

den etruskischen 

TauschhandelnachdemN
0rden,Frankfurt,I

8
7
4.s. 9

0. 9
I)

[PJ
b
<

「

i/-
^
7

 
ィ
ツ
ェ
ル
ス
ビ
ル

ト」

を
去
る
遠

 

か
ら

^
る「

ダ
ハ
セ
ン
ビ
ユ
ー
ル

」

の
遺
跡
よ

6

見
出

3

れ
し
頭
飾
は
地
中
，海
產
の
蟲
類
の
管
骨
に

 

し

て
、旣

に
石
器
時
代
に

上
部

「

ラ
ィ
ン

」

の
種
族
と
地
中
海
畔
の
種
族
と
直
接
、間
接
、接
觸
せ
し
乙

 

1

と
を
知
る
の
證
左

允
6
。

(Dr. L.lleinhardt, Der. Mensch zur E

w-zeit in Europa, M

c:nch
〕n, 

1906250) 
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原
始
民
族
に
於
け
2
夾
換
の
意
義
 

六
六
六

孢
に
言
語
學
上
ょ

6

交
換
の
事
實
を
證
明
す
る
爲
め
、原
始
民
族
中
の
原
始
民
族

^
る「

グ
ィ
 

.
V

ス
ラ
ン
ド

」

の「

ビ
ッタ
ピ
ッ
タ

」

種
族
の
言
語
に
徵

す
る
に
、

彼
等
は
交
換
の
働
詞
に

p
u
l
.
k
i
.
w
o
o
w
j
e

叉 

た
は
 

w
o
o
n
.
g
e
-
m
u
l
-
I
e

 

を
.用

ゐ
、其
他
、

w
o
o
n
.
j
e

 (

與

へ
る

)

5'
0-
¥
ョ
=
.
0

(

要

^

す
る

)
Fin-ki-poo-ra (

分
配
 

す

る)

等

の
.語
あ

.
6、(w

.

 E. R
o
t
h
w
t
h
n
o
l
o
g
i
c
a
l

 

studies 

a
m
o
n
g

?
。N

o
r
t
h
-
W
e
s
t
-
C
e
n
t
r
a
l

 

Que.ellsland 

A
b
or
ig
in
es
, 

I
00
Q
7)

溯

<「

ザ
ン
ス
グ

リット

」

に
之
れ
が
語
源
を
求
む
る
に
交
換
の
意
義
に
就
き
て
は

M
d
,
M
d
y
a
t
6

 

(

複
數

N
i
-
m
n>
>)

の
語

あ

6

3C
tt
價
格
に
就
き
て
は

y
i
ル
な
る

語

あ

6

、更

に「

ト

ル
コ

、タ

1

タ
ー

te 

に
て
は

H
e
g (

價

値)
tej (

直
段

)

等
の
語
あ

 
6

、(

D
r
o
. Schrader, Lingui

st
sc
h historische F

o
r
s
c
h
u
n
g
e
n

 

zur H
a
n
d
e
l
s

 g
e
sc
h
ic
ht
e u

n
d

 W
a
r
c
n
k
u
n
d
e
,

 r. s. 6
1
-
6
5
)

以
て
此
現
象
の
極
め
て
古
き
歴
史
を
有
す
こ

 

と
を
知
る
を
得

可

し
。

「

原
始
民
族
に
於
け

る
交
換
の
意
義

t
中
心
と
し
て
は

論
宇
可
き

こ
と

甚
だ
多
し
、

㈣
へ
ば

維 

也
納
大
學
敎
授

「

へ

ル
ネ
ッK

」

は

s
t
u
m
i

 H
a
n
d
d

を
以
て
商
業
の

最
古
の

形
式
と

な
す

$ 

(Dr. 

M
.

 

H
o
e
r
n
e
s

 

N
a
t
u
r

 u
n
d

 U
r
g
e
s
c
h
i
c
h
t
e

 des M
e
n
s
c
h
e
n
,

 B. II. 

s. 

4
9
s)

吾
人
は

此
說

に
反
對
す
る
理
由
を
有 

す
、又

杧
原
始
民
族
に

あ
6

て
は

交
換
は

必
宇
し

名

分
業
の
基
礎
^
る
名
の
に
あ
ら
す
と

信
ず
、 

是
等
の
點
に

就
き
は
他
日
、

稿
を
改
め
て
論
せ
ん
と
欲
す
。

(

g-

國
際
法
上
國
家
及
び
國
家
の
分
類
に 

關
す
る
私
論

板
倉
卓
造

國
際
法
上
、國
家
及
び
國
家
の
分
類
に
關
す
る
論
究
法
は
、何
れ
の
國
際
法
の
敎
科
書

S
、殆
ど 

千
篇

一

律
に
し
て
、甲
こ
學
者
の
所
說
を
比
較
す
る
に
、其
間
に
根
本
的
相
違
を
譌
む
る
こ
と
稀 

に
し
て
、大
抵
大
同
小
異
な

6
。
然
ら
ば
此
點
に
關
す
る
國
際
法
學
者
の
菥
究
は
、旣
に
一
切
を 

試
み
盡
し
て
、又
餘
蘊
な
く
、從
來
の
論
究
法
を
以
て
、動
か
す
可
か
ら
次
る
定
說
と
爲
す
可
き
や 

と
云
ふ
に
、余
案
ず
る
に
必
す
し
名
然
ら
す
、今
日
普
通
に
行
は
る
、
論
究
法
に
は
、滿
足
す
可
か 

ら
次
る
點
多
々
に
し
て
、寧
ろ
之
を
根
柢
よ

6

一
 

變
せ
ば
や
と
思
は
る
、
程
な

6
。
余
の
今
よ 

6

述

べ
ん
と
す
る
所
は
、

固
よ

6 

|

家
の
私
論
に
し
て
、今
後
の
研
究
に
依
て
修
正
す
可
き

?
の
 

匍

®

少
な
か
ら
次
る
可
し
と
雖
名
、是
嗦
で
の
內
外
國
際
法
の
敎
科
書
に
用
ゐ
ら
れ
杧
る
論
究 

法
と
は
、若
千
面
目
を
異
に
す
る
？
の
あ
ろ
、

^
に
其
要
領
を
揭
げ
て
、先
輩
大
家
の
批
評
を
仰
ぎ
、
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更

に

^

究

を

積

ん
1

C
欲

す

る

？

の

な

國
§

上
釀
家
及
？

S

興
家
の
§

に
關
す
る
私
諭
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